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2021年の内閣府による「公的資金による研究データの管理・利活用に関す
る基本的な考え方」公開以降、国内で研究データをオープンにする取り組み
が進んでいる。しかし、RDM（研究データ管理）の知識はまだ模索中であ
る。一方、欧州ではFAIR原則に基づき、ELIXIRがRDMkitサイトを構築して
おり、これは国内でも有用と考えられる。そこで、我々は2023年に
「RDMkit-jp」を公開した。本サイトではRDMに関する知識やツール情報を
随時追加しており、GitHubを利用したフィードバックや、教材の簡易アクセ
スも開発中である。今後もコンテンツを充実させ、国内のRDM整備に資す
るサービスとしていく。
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概要



2022年以降、 「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」のための「メタデータ共通
項目」がガイドラインとして公開され、継続して更新されている。
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国内の研究データ管理（RDM）の課題

中略

基本的な考え方

推奨されるメタデータ共通項目

内閣府Webサイト
「研究ＤＸ - 科学技術・イノベーション」

https://www8.cao.go.jp/cstp/kenkyudx.html

大学や研究所などの公的機関は、内閣府のこれらの指針に対応し、研究データ管理体制を整備する必要がある。

↓

しかし国内の公的機関では、研究データ管理 （RDM; Research Data Management）の基礎知識や

ベストプラクティスなどの情報共有が十分ではなく、対応が困難。
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内閣府の指針に対応し、RDMを実施するための情報基盤の必要性

■国立国会図書館
「メタデータ流通ガイドライン：研究データ編 」
https://iss.ndl.go.jp/information/guideline_researchdata/

■JPCOAR（オープンアクセスリポジトリ推進協会）
セミナー資料
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/news/2022#news_20230309
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RDMkit

■RDMkit
https://rdmkit.elixir-europe.org/
欧州ELIXIRが提供する生命科学研究データの
RDMに関するトレーニングツール

立場や目的ごとの
・どのようなシナリオに従ってデータ管理するべきか
・最初に手をつけるべきデータ管理プロセスはどこか
・よくある課題
・関連ツール
の情報が、自然文でまとめられている。

CC-BYライセンスで公開されているRDMkitの枠組み
を利用し、国内のRDMを扱う立場や目的ごとに
平易な言葉で情報共有できるための基盤を構築



以下16ページを作成し、研究データ
のライフサイクルや区分から辿れる
ように配置。

トップページ
（https://rdmkit.rcos.nii.ac.jp/）
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RDMkit-jpの構成

「研究データ管理」に関する
平易な解説

ライフサイクルの図形から
直接説明ページへ移動

ツール＆リソース、教材については、
列挙してページに表示

# 分類 ページ名

1

役割

研究者

2 データ管理者：研究

3 データ管理者：ポリシー

4 データ管理者：インフラ

5

タスク

識別子

6 既存データ

7 文書化とメタデータ

8 ライセンス

9 データ管理計画

10 データ整理

11 データ品質

12 データ分析

13 データ公開

14 データストレージ

15 センシティブデータ

16 コンプライアンスの監視および測定

2023年6月公開
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体系化された内部のコンテンツ

RDM関連語句の平易な
日本語での説明ページ

理由付けや考え方を、
利用者の立場に立って説明

言及されたリソースや
関連項目をリンク
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体系化された内部のコンテンツ

12種のタスクに分けて、
ベストプラクティスとなる
例やノウハウを記述

欧州版RDMkitの内容を
踏襲しつつ、日本国内のツー
ルや考え方に置き換えて表現

1. 識別子
2. 既存データ
3. 文書化とメタデータ
4. ライセンス
5. データ管理計画
6. データ整理
7. データ品質
8. データ分析
9. データ公開
10.データストレージ
11.センシティブデータ
12.コンプライアンスの監視および測定
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体系化された内部のコンテンツ

4つに分類された役割から
対応シナリオやRDMに
おける行動内容を説明

• 研究者
• データ管理者：研究
• データ管理者：ポリシー
• データ管理者：インフラ



リソースリスト
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言及されているツールやリソースのリスト。日本国内の情報も追記し、96件が登
録されている。国内のバイオデータベースについては、Integbioデータベースカタ
ログの説明文を参照し、作文作業にはChatGPTの提案を利用した。

言及されている教材のリスト
(更新準備中)
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GitHubを利用した情報更新体制（開発中）

GitHub
リポジトリ

RDMkit-jp
(ステージング環境)

RDMkit-jp
(本番環境)

同期更新、同期

更新管理

RCOS

更新、提案

GitHub Action

スライド教材

登録、更新

（pptファイル→htmlファイル変換＋バージョン情報付加）

API: pptファイル、バージョン情報取得

※グリーン＝開発済

コミュニティ形成



• 2021年に「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」が公開

され、国内で研究データのオープン化が進展するものの、RDM（研究データ管理）の知

識はまだ模索段階

• 欧州ではFAIR原則に基づき、ELIXIRがRDMkitサイトを構築

• 2023年に「RDMkit-jp」を公開し、RDMに関する知識やツール情報を随時追加

• GitHubを活用したフィードバック機能の導入、教材の簡易アクセス機能を開発中

• 今後、コンテンツの充実を図り、国内のRDM整備に貢献するサービスを目指す
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まとめ・今後の展望
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